




























































































































































依頼した。回収した質問紙のうち，回答に不備のない 371 名（男性 130
名，女性 241 名；１年生 43 名，2 年生 94 名，3 年生 184 名，4 年生 50
名；有効回答率 96.4%）分の質問紙をデータ分析の対象とした。平均年齢は
20.5 歳（SD=1.183,18 ～ 26 歳 ,）であった。




























































平均値 標準偏差 歪度 尖度 最小値 最大値
同一性地位判別尺度 現在の自己投入 15.21 4.38 -.22 -.25 4 24
過去の危機 16.97 3.21 .12 -.26 8 24 
将来の自己投入の希求 15.27 3.28 -.41 .65 4 24 
一般他者版親密な対人関係体験尺度 見捨てられ不安 67.69 19.29 -.08 -.16 18 119 







現在の自己投入 過去の危機 将来の自己投入の希求 見捨てられ不安 親密性の回避
現在の自己投入 ― 
過去の危機 .214 ** ― 
将来の自己投入の希求 .574 ** .373 ** ―
見捨てられ不安 -.207 ** .146 ** -.148 ** ―
親密性の回避 -.278 ** .094 -.214 ** .071 ―
**p<.01 
B SEB β t R2
見捨てられ不安
Step 1
現在の自己投入 -.912 .224 -.207 -4.069 ** .043 **
Step 2
現在の自己投入 -1.099 .225 -.250 -4.882 **
.081 **
過去の危機 1.195 .307 .199 3.891 **
Step 3
現在の自己投入 -.803 .267 -.182 -3.003 **
.091 **過去の危機 1.400 .322 .233 4.347 **
将来の自己投入の希求 -.764 .376 -.130 -2.031 *
親密性の回避
Step 1
現在の自己投入 -.766 .138 -.278 -5.554 ** .077 **
Step 2
現在の自己投入 -.860 .139 -.312 -6.171 **
.102 **
過去の危機 .604 .190 .161 3.175 **
Step 3
現在の自己投入 -.637 .165 -.231 -3.856 **
.117 **過去の危機 .758 .199 .202 3.812 **





































表 5　アイデンティティ ･ ステイタスと愛着スタイル各得点高低群のクロス集計表
アイデンティティ・ステイタス分類
達成 AF 権威 モラトリアム DM 拡散 合計
愛着スタイル類型 安定型 度数 9 16 3 1 48 11 88
（％） 10.23 18.18 3.41 1.14 54.55 12.50
調整済み残差 2.123* 3.214** 1.920† -1.486 -1.464 -1.683†
拒絶型 度数 7 7 1 6 59 18 98
（％） 7.14 7.14 1.02 6.12 60.20 18.37
調整済み残差 .740 -.905 -.328 1.423 -.233 -.069
とらわれ型 度数 2 9 1 5 62 9 88
（％） 2.27 10.23 1.14 5.68 70.45 10.23
調整済み残差 -1.575 .292 -.197 1.076 2.043* -2.311*
恐れ型 度数 3 3 0 2 58 31 97
（％） 3.09 3.09 00 2.06 59.79 31.96
調整済み残差 -1.273 -2.486* -1.339 -1.029 -.327 3.935**
合計 21 35 5 14 227 69 371
**p<.01, *p<.05, †p<.10
アイデンティティ・ステイタス分類
達成 AF 権威 モラトリアム DM 拡散 合計
見捨てられ不安 低群 度数 16 23 4 7 107 29 186
（％） 8.60 12.37 2.15 3.76 57.53 15.59
調整済み残差 2.459* 1.937† 1.345 -.010 -1.450 -1.493
高群 度数 5 12 1 7 120 40 185
（％） 2.70 6.49 .54 3.78 64.86 21.62
調整済み残差 -2.459* -1.937† -1.345 .010 1.450 1.493
合計 21 35 5 14 227 69 371
親密性の回避 低群 度数 11 25 4 6 110 20 176
（％） 6.25 14.20 2.27 3.41 62.50 11.36
調整済み残差 .467 2.987** 1.468 -.350 .493 -3.402**
高群 度数 10 10 1 8 117 49 195
（％） 5.13 5.13 .51 4.10 60.00 25.13
調整済み残差 -.467 -2.987** -1.468 .350 -.493 3.402**
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